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日本人英語学習者の｢良い読み｣の調査研究
一言外の意味を推論しながら読むことの効果一

金子史彦　　信州大学教育学部言語教育講座

A Study on "Good Reading" for Japanese EFL Learners

-Effects of Inferring Implicit Meaning On Reading Comprehension-

KANEKO Fumihiko: Language Education, Faculty of Education, Shinshu Universlty

To be able to llnderstand English writlng ln lingulStic sense is one thing, b上lt tO be able to

read and comprehend it is another. This survey aims to analyze how good readers comprehend

English writing. The examinees were given 0. Henry'S "After Twenty Years" as the text.

While reading the short story, they were to answer questions. Based on their answers, howthe

examinees read and comprehended were analyzed. The result of the survey showed that,

generally speaking, those who succeeded in comprehending the plot tried to infer implicit

meanlng, While the others ended up summarlZlng the text passively. Correlation was found

between infbrring Implicit meanlng and reading comprehension

【キーワード】　英文読解　スキーマ　言外の意味　推論　二十年後

1.英文を読解できるとは

エレベーターの中で"Dogsmustbeheldinarms''という注意書きを見たら人はどう考える

だろうか.多くの人は｢犬を連れてエレベーターに乗る場合,その犬をフロア上に放さな

いで下さい｣という意味に解釈するであろう.それが最も"常識的"な解釈である.しかし

その解釈は｢エレベーターとはこういう物であり｣ ｢その中で犬を放すとこういうことが

起こり得る｣という既知の情報を手がかりにした推論の結果作り出されたものである."常

識"を一切考えないで純粋にその注意書きの文面だけを解釈するのなら｢この中では犬を

抱きかかえる義務があります.犬を抱きかかえていない人は乗らないで下さい.犬を連れ

ていない人は当然抱きかかえることが出来ないわけですから乗れません.｣という意味で

も,言語的には少しも誤りではないのである.にもかかわらずそのような解釈をしないの

は,上述のような推論を行うからである.そうして言外の意味を読み取って文の意味を特

定する.これが読解である.ここからわかることは, 1)言語的に文を理解できるイコール

その文の意味を理解できるではないこと, 2)文を読んでその意味を理解する,つまり読解

とは文に内在する意味を探し出すのではなく,文の意味を推論で作り出すこと,である.
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2.先行研究と本研究の狙い

日本人英語学習者による英文読解に推論がどう関っているかについてこれまでにいく

らかの調査研究がなされている･例えば浅野(2003)は同一の被験者に英語の読解力を調

べるためのテストと英文を読んでいる時の思考や態度を調べるためのアンケートを行い,

両者の関係を調べた･そして多肢選択型の問題を用いた読解力テストで点数の低かった

｢未熟な読み手は優れた読み手と比較して,単語のレベルでも,文章のレベルでも,予測

や推測のストラテジーを使用する度合いが少ないと言える｣と考察している(26鉦橋口

(2002)も浅野と同じような調査を行い,優れた読み手は｢文章の内容を理解するために

自分が既に知っている知識や経験を活かすことができる｣とアンケートで回答したと述べ

る(33).平野(1996)も読解力テストの点数と,アンケート結果から読み取れる読解に

対する意識の相関関係を調べた･ただし浅野や橋口と異なり,読解力テストはrecall

protocolによって測った･そして調査結果を考察して平野は｢被験者全体で, 5項目に対

する認識が読解力と,低いが有意な正の関係にあることがわかった･これらの項目は,修

正strategyの1項目を除けば,すべてTextレベルのglobalstrategy (予測, Text内の情報の

統合, Text全体の意味の把握)｣であると述べている(110-111)･浅野,橋口,平野の研

究は,テキスト外の知識を活用したりテキスト内での文脈から考えたりして意味を推論す

ることは日本人英語学習者が英文を読解する上で助けとなると主張している･故に前節で

述べた私の読解に関する考えを支持する実例となり得る･それでは英文読解と推論という

テーマに関して私が調査･研究すべきことはもはや無いのか･答えは否である･

既に見てきた先行研究は,英文読解力と推論の相関関係を立証するにあたってアンケー

トに依る部分が大きい･アンケートとは当然自己申告である･よって｢読解をしながら実

際に推論を行っているのか否か｣は｢自身が推論を行っていると認識しているか否か｣と

いうメタ認知の要素が大きく反映されていると考えられる･実際彼等はそれぞれの論文タ

ィトルが示すようにその部分をも研究の対象としているわけである･一方,本研究ではメ

タ認知は敢えて取｡扱わない･自身が認識しているか否かは関係なく,良い読み手は推論

をする傾向があるのか,推論は読解を助けるのか,ということを調査し考察するのが本研

究のねらいである.それにはどのような調査方法が適しているであろうか･

日本人英語学習者の英文読解ではなく,日本語を学ぶ外国人の日本語読解を扱ったもの

で注目すべきものがある･大隅(2005)は日本語を学ぶ外国人20名に宮沢賢治の『注文

の多い料理店』を読ませ,同作品の要点である｢このレストランは実は料理を食べさせて

くれる場所ではなく,客が食べられてしまう場所であった｣ということを理解できている

被験者はどのように読んでいるのか調査･分析を行った･そして大隅は,要点を理解する

ことが出来た良い読み手は自身の既存知識と照らし合わせてのテキストの意味の推論や
一貫性のチェックを頻繁に行っていたのに対し,それ以外の読み手はそういう行為の頻度

が低いとまとめているこれは読解過程そのものを分析する上で非常に有効な調査方法で

ぁる.本研究は日本人英語学習者を調査対象に大隅の追調査を行った･
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3.調査方法

使用するテキストは大隅が用いた『注文の多い料理店』同様,言語的には理解できても

内容を理解できないことが有り得るような,思わぬ展開を見せた末に明確な言葉では結末

が明らかにされないで終わるものが好ましい.そのような話は例え翻訳できても読解でき

なければ"解答"が得られないわけであり,読解できた者とできなかった者の区別がしや

すいからである.以上の条件を考慮して, 0.Henryの"AfterTwentyYears"を選んだ.この

短編小説は英語の教科書に採用された実績もある.ストーリーを理解していく過程を観察

するため,全体を七つに区切り, -つ読み終えるたびに問いに答える形で意見を書かせ,

書き終えるまでは次の場面には進ませないように注意した.この調査の主目的は読み方と

理解度の関係を調べることであるから,内容の理解にさほど影響がなくかつ難解な表現に

は注を付けたり平易な表現に修正したりした.資料1がテキストの全文である.被験者に

理解-のヒントを与えることを極力避けるため,様々な回答が可能なものを多くした.質

料2に掲げる表の左列に付したものが第1部から第7部での各問いである.

｢話の冒頭の場面に出てきた警察官がJimmyであり, JimmyとBobは実は再会を果た

していた｣ということが上に述べた"解答"であり,それを読み取れた被験者を良い読み

手とする.第七部終了時の問いは,それを問うものである.漠然とした問い方であるが,

冒頭の警察官-Jimmyという図式はこ.の話の全てとも言える根幹であり,それが読み取れ

ていれば第七部での回答においてはそれが反映されているのが自然であると判断した.

被験者は,筆者が信州大学教育学部で担当する｢英米文学基礎I｣の2008年度の受講生

である.この授業は英語の中学校教諭一種免許状取得のための必修科目であり,同免許の

取得を目指す学生が専攻の壁を越えて受講している.調査の結果, 49の有効回答を得た,

4.結果

第七部に対する回答を中心に分析した結果, 49名中20孝.が良い読み手であった.彼等

良い読み手が各段階でどのような読みをしているのか,どのような特徴があるのかを考察

してみたい.49名全員の各段階での回答を完全な形で紹介するのは紙面の制約上難しい為,

良い読み手のものは完全な形で紹介し,その他のものは必要に応じて適宜紹介することに

する.資料2に掲げる表がそれである.各頁の表の一番上の行の数字は被験者の番号であ

る.つまり,同じ列を縦に見ていけば,その被験者がテキストを読みながら各問いにどの

ように答えていったかを概観することが出来る.被験者1から20が良い読み手である.

良い読み手の回答を概観して気付くことは,推論を行って言外の意味を読み取ろうとし

ていることが多いということである,例えば被験者12の第4部に対する回答である.第4

部に20年前と比べてかなり背が高くなったJimmyに対してBobが驚く(実はこのJimmy

は偽者)場面があるが,被験者12は｢20歳を過ぎたのに身長が5cm～7.5cm伸びたなん

てことあるのかな,と少し不思議です｣というコメントをしている.そして次の第5部,

Jimmyが偽者であるとBobが気付く場面を受けて｢やっぱり変だと思ったという感じです｣
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と述べている.被験者16も同様の推論を行っている.彼等は,人間は20歳を過ぎてから

はそんなに身'長が伸びない,という根拠に基づいて推論を行っているのである.

この例も,本稿の冒頭で紹介したエレベーターの例も,推論の根拠はその解釈しようと

している文の中にあるのではなく,テキスト外の情報,既存の知識である. ⊥方,テキス

ト内の情報を根拠とする推論もある.被験者10は第6部で｢今ここにいる人物は本当に

Jimmyかますますわからなくなったが,最後に出てきたパトロールマンの手紙から推測す

ると,パトロールマンが本当のJimmyではないかと思われる｣と述べている.この第6

部は背の高い偽物のJimmyが"It-s fromPatrolmanWells."と言ってBobにメモを渡すところ

で終わっており,そのメモの内容はまだ明らかにされない.またwellsと言及されるだけ

でJimmyの名前は出てこない.よって被験者12の上述の推論は,テキストのそれまでの

部分で数度Bobの待っている友人がJimmyWe11Sであると言及されていることを根拠にし

たと判断される.被験者7や14も第6部でPatrolmanの名字がJimmyと同じWellsである

ことに着目している.被験者1･6･12･15･18･20はこの時点で既に冒頭の警察官が実

はJimmyだと推論をしている,あるいはその可能性を考え始めている,その推論はやはり

名字の符合であると思われる.この時点ではまだそれぐらいしか両者を繋ぐ手掛かりとな

るものがないからである.被験者12は｢でも何となく,あの警察官が友達だった感じが

最後のほうで出てきました｣と述べているが,まさしくその第6部の最後でPatrolmanWells､

-の言及があるのである.被験者18は明確に｢Jimmyは初めに出てきた警察官であった

(メモの主がWells)｣と名字の符合が根拠になったことを述べている.

根拠のある解釈が推論であるなら,根拠のないものは単なる想像である,それは例えば

被験者12の第1部に対する回答のようなものである.考えとしては面白いが,そう解釈

する根拠が全く示されておらず,実際に見当たらないため,単なる想像と判断される.第

3部に関しては問い自体が自由な想像を促すような性質のものだったためか,多くの被験

者の回答がそうであった.また,余りにも明白な,推論するまでもないような"推論"も

見受けられた.例えば被験者11の第5部の回答で｢鼻の形がジミーと違うものだとわか

り,疑念を抱いたのであろう｣というコメントがある.これは推論するまでもなくテキス

ト中に書かれていることである.こういったものは推論とは見なさないこととする.第2

部の回答で｢約束を守る律儀な人,友情に熱い人｣というものはほとんど全ての被験者が

書いている.これはBobが20年前の約束を守るという事からの推論ではあろうが,余り

にも明白な推論するまでもないものである.例えるなら,雪が降っているという記述から

寒い季節であると推論するようなものである.これも今回は推論の範噂から除外した.

この基準で資料2で推論の部分に下線を引いた.推論を行っていないのは被験者3, 8, A

13と20名中3名だけである,一方,残りの29名,つまり話の要点が読み取れなかった読

み手のうち,推論を行っているのは9名であった.整理すれば,推論を行った読み手26

名中で正答者は17名,行わなかった読み手23名中では3名である∴正答率は推論を行っ

た読み手が65%,行わなかった読み手は13%となる(小数点以下第1位四捨五入).
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5.考察

このように調査結果を分析すると,推論と読解の正答率に正の相関関係が認められた.

推論が読解を助けるという面をもう少し考察してみよう.文を言語的に理解できることと

読解できることは同じではないと再三述べてきたが,それは文を言語的に完全には理解で

きなくてもその内容を理解できるということも有り得る,ということでもある.その意味

で特に注目すべきは被験者12である.第ら部-の回答で被験者12は｢第6部の意味が全

体的に分からないのですが｣と述べる.実際,それに続く｢sheとstationがどこから出て

きたのか分かりません｣というコメントは同被験者が言語的に完全に理解できていないこ

とを示している.それにも関らず｢でも何となく,あの警察官が友達だった感じが最後の

ほうで出てきました｣と,この段階で既に結末に気が付き始めているのである.これは前

節で分析したように, Bobが20年ぶりの再会をしようとしていた友人のJimmy Wellsと

patrolmanWellsの姓の一致に着目し推論をした結果であると考えるのが自然である.

逆に,言語的には理解していながら,その内容の意味を理解できないということも有り

得るのか.正答できなかった被験者の回答を通じて見てみよう.良い読み手以外の回答は

推論が余り行われていないと上で述べた.それでは彼等の回答はどのような種類のものが

多いのかといえば,テキストの要約である.被験者21は要約に終始している典型例であ

る.そして｢ジミーとボブは結局会うことが出来なかった｣と第7部で述べているように,

冒頭の警察官-Jimyの図式を理解出来ていない.被験者21の回答を順に従って見てい

くと,第6部に入って急に断片的な情報の羅列になり,全体としてまとまりのない文にな

っているのがわかる.同一のテキストであるにも関らず途中で読みが急変しているのはそ

の内容面に帰せられるであろう.第7部で全てが明らかになるわけだが,それは直接述べ

られているわけではなく,それまで出てきた情報をつなぎあわせて推論を行う必要がある.

被験者21はそれを行わず,目の前に出てくる文をその場その場で受動的に理解するだけ

にとどまっている.よって話が直線的に進んでいく第5部までとそれ以降では回答の質が

変わっているのであり,言語的にはテキストを理解しながら読解できていないのであろう,

6.まとめと課題

今回の調査では,良い読み手はそうでない読み手に比して推論を行いながらテキストを

読む傾向があり,また推論が英語力を補い読解を助ける面も認められた.本研究はリーデ

ィングの指導に役に立てることが出来る.先ず=AfterTwentyYears"のような受動的にプロ

ットを追っていくだけでは内容を理解し難い英文を読解演習させることで,推論しながら

読むことの訓練をする.また,本調査のデータやその分析を紹介することにより,推論の

効果を認知させることが出来る.第2節で取り上げた浅野,橋口,平野の研究によれば,

そのようなメタ認知は読解力の向上に寄与する.言葉で｢推論しながら読むことが重要で

ある｣と言うだけよりも,実際のデータを提示して指導するほうが効果が期待できる.

課題としては,推論するしないではなく,被験者の英語力のレベルによって読解できた
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かどうかが決まってしまったのではないかという疑問も起こり得る.この疑問を解決する

には英語力を測るテストを併用することが有効であると思われる.また,今回とは逆に結

末を理解できなかった読み手に焦点を当てた研究,どこでどう蹟いたのかの分析も必要で

あろう.それにより良い読みをより掘り下げることができる.いずれも今後の課題である.
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資料1

第1部: The policeman on the beat moved up the avenue impressively. The impressiveness was

habitual･ There were few people,　The time was about 10 orclock at night.　The majority Of

the doors belonged to business places that had long since been closed. When about midway ofa

certain block the policeman suddenly slowed his walk. In the doorway ofa darkened hardware

store, a man was standing, With an unlighted cigar in his mouth. As the policeman walked up to

him the man started talking.第2部: "It-s all right, officer,r'he said, reassuringly. "I.mJuSt

waiting for a friend. ItTs an appointment made twenty years ago, It sounds a littlefunny to

you, doesn't it?　Well, Ⅰ'll explain.　About that long ago there used to be a restaurant where

this store stands-TBig JoeT BradyTs restaurant..T T.The restaurant was torn down five years ago,'.

The man in the doorway struck a match and lit his clgar･　The light showed ap乱le, squarerJaWed

facewith keen eyes, and a little white scar near his right eyebrow, His scarf pin was a large

diamond, oddly set. "Twenty years ago to-night,.'said the man, "I had dinner here at 'Big Joe'

Brady's with Jimmy Wells, my best friend. He is the finest guy ln the world. He and I were

raised here in New York, just like two brothe一s, together. I was eighteen and Jimmy was twenty･

The next mormng l was to start fわr the West to make my fわrtune. You couldn-I have dragged

Jimmy out of New York; he thought it was the only place on earth. Well, We agreed that night

that we would meet here again exactly twenty years from that date and time, no matter what our

conditions might be.一一　第3部: HIt sounds pretty interesting," said the policeman. "Haven■t you

heard from your friend since you left?'' "Well, yes, for a time we corresponded," said the other･
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"But after a year or two we lost track of each other. You see, the West is a pretty big proposition,

and I kept hustling around over lt Pretty lively. But I know Jimmywill meet me here ifhe's alive,

for he always was most faithful guy in the world. He'll never forget. I came a thousand miles

to stand in this door t0-night..' The waiting man pulled out a handsome watch, the lids of it set

with small diamonds, '.Three minutes to ten," he announced. "It was exactly ten oTclock when

we parted here at the restaurant door." ''You did pretty well in the West, didn't you?‖ asked tile

policeman. "Yes! I hope Jimmy has done halfas well, He was a kind of plodder, though,

good fTellow as he was, Ⅰ've had to compete with some of the sharpest wits golng tO getmy Pile."

The policeman twirled his club and took a step or two. "I'll be on my way. Hope your friend

comes around all right, Good-night, sir,H said the policeman, and left.第4部: About twenty

minutes the man from the West waited, and then a tall man in a long overcoat hurried across from

the opposite side of the street. He went directly to the waitlng man. ''Is that you, Bob?" he

asked, dollbtfully. "Is that you, Jimmy Wells?''cried the man in the door. "Bless my heart!"

exclaimed the new arrival, grasping both the other's handswith his own. T'It's Bob, sure as fate.

I was certain I.d find you here if you were still in existence. Well, well, well! -twenty years is a

long time. The restaurant is gone, Bob; Iwish it had lasted, So we could have had another dinner

there. How has the West treated you, old man?" "Bully; it has glVen me everything I asked it

for, You've changed lots, Jimmy. I never thought you were so tall by two or three inches.I-

"Oh, I grew abit after I滋as twenty." I-Are yoll doing well inNewYork, Jimmy?" "Moderately,

I have a position in one of the city departments. Come on, Bob; we'll go around to a place I

know of, and have a good long talk abollt Old times." The two men started up the street, arm in

arm. The man from the West, his egotism enlarged by success, was beginnlng tO Outline the

history of his career. The o也er listenedwitb interest.第5部: Attbe corner stood a dmg store,

brilliant with electric lights. When they came into this glare each of them turned simultaneously

to gaze upon the other's face. The man from the West stopped suddenly and released his arm.

"You're not Jimmy Wells," he snapped. "Twenty years is a long time, but not long enough to

change a man's nose from a Roman to a pug,‖　(Roman nose-わし鼻, pug nose- LL鼻)

第6部: "It sometimes changes a good man into abad one, said the tall man. HYou-vebeenunder

arrest fb∫ ten minutes. Going quietly, are yoll? That'S sellSible. Now, before we go on to the

station here's a note I was asked to hand you, You may read it here at the window. It's from

Patrolman Wells.‖　第7部: The man from the West unfolded the little piece of paper handed to

him. His hand was steady when he began to read, but it trembled a little by the time he bad

finished. The note was rather short: "Bob: I was at the appointed place on time. When you

struck the match to light your cigar I saw it was the face of the man wanted in Chicago.

Somehow I couldn't arrest you myself, So I went around and got a plain clothes man to do the job.

JIMMY.‖
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資料2
1 �"�3 釘�5 澱�7 唐�

いますか. �8ｸ+X,H*(.奉� 从�,B隍�/�ﾊ�.�,b�/�*ﾘ.ﾘ*h,H*(.�&｢�+ﾒﾂ�ているー 冢�,ﾈ7�6x8ﾘ�ｸ8ｲ�街の巡回 �6ｨ8X�ｸ/�^�*ﾒ�� 

な �/�荿.ｲ騁h��/��R���,�+x.��ﾉZ�� 丼x,i�仞���h+h.��8�ZX耳萪�:H.��� 冲h��/�ｭ�*ﾘﾏｨ*"�&｢險霾ﾈｴ8ﾍﾈﾍﾆ瀞�ﾖ8ﾖ84x蒭ｨ��ﾍﾈﾍﾈ爾� 冲i�ﾈ/��(,(,H*"�約束を守る律儀JL 人物. 兩ユーヨークに夢 凾謔ﾁに一緒に育つ 劍/�.(,(,H*(.�,ﾈ,R�

ラ.｣虹｣二五三2 

その友人が来るの ミ軍(､ 劵血姐虹ら ヽ �,ﾓ�9�h,ﾈﾈﾉ�b�,ﾈ.ﾘ.�*ﾒﾈ*�+(*｢��"�

か. 劍,ﾈ�ｨ�,XﾜH､ｨ+X.b�之ﾈ�ｩ.ikﾘ4ｨ*�*ｸ.�,b���*i��,i6f乖陌b�唔J�iyX.�木+b�ｷR��四角張ってしる 男. 

か. �� �� �� �� 

が.色々あって数 ��待ち合わせをして �,ﾘ+�.�/�,ix�.��ｲ� ��まやつてきて.惑 

来ると思う. ����ラ.そして西部の ��

かつた. 剋O三星組生温丑皇 ユリ｣上皇呈丸出し エ圭と○が,最終 は. �-.翌Elまたその て日. �+r��と思う. 

自由苫己述 �� �� ��自分の予想と反し �� 

をすることが出来 �� �� �� ��

も友達の約束を �+ﾒﾄ��一声再会を果たし た. ��いる.その子との ��隔てていても.兄 ��

た. �� 

がわかる. 剴)�ﾈ,ﾈｴ8鰄+�*ｨ,b�,H.�.h*ﾘ.ﾘ*�.帝tb� � �:�+X,H*(.停�

自由記述 �� ��ZH�ｲ�五盈五息はこ通 旦jE匹友盈と壬 生会え土と臼主よ皇 ��20年権つても友人 ��照らされるとそこ 

つがローマ鼻が 剞ｶも会三三生血2 たら｣生⊇上皇地 金主な出立 ��西部の男が気づ ��展開にぴくりし �8�ﾛh�ｵHｭ8ｨ靉ﾂ���"ﾙT�,Xﾊ兒｢��� ��･R._つ たー 鳴��乃ﾈ+hｿ9Yx+h孳GR�9�¥ﾘ/�-ﾈ,ｸﾖ9�h+R�蕀?ｨ,i.h�皦冑ｮ��,h輊蓼,b��がない.と. 佇ﾈ8h+ﾕ��8h�ｸ8(4���包むなあ｣三とえ 盟友王むでもじや 定+jH,"罟6ﾕ��.$､ﾂ�8停�:/_.D 盈昆虫こと生温盗 1去しこ!上急逝ムー2 主出会 と上し⊆塞工旦急変会 わ皇三越虹_ 呈たii盈丑乏査iiた なってきたー ��

自由吉己述 �%Sﾘ�ｦｴﾈ�84x�.ﾂ�三三皇三盆之と盈宜 避立地 �� �7����8ﾖ9&餉R�もし出しとらぬ匹 盈出生=血五 �� 

宜だ出皇盈わな �,hｬI&H�9?�+�|x蓼蔗�警官のノートを見 て連れてきた. �.x,�*"��旦皇』だ三と_ヱ ���,ﾈﾘ(*)&ｨ*ｩxｨ-ﾈ.｢�ｲ茲�

た. 灯ﾆ沫V犯又ﾆﾂ�,偬�ﾈ,b�盲(+ﾒ��劍訷鑄/��8竧,�,H*"�.�+ｸ*B��王と血蛙｣臥ヱ 主=!a且盈王は左 血三池ヱ人物 ちやしてしまう. 

は当初のEl的を か. �� �9h�,ﾉmｩ4�,ﾙ$"� �� �� 

た, ��で, �� �� 

である.当初の目 

ー　8　-



9 ����ll ��"�13 ��B�15 ��b�
警官は金物屋の �.停� �� ��ル ��

喫煙をとりしまって 凾ｽ. 

いますか. �+ﾒ���*�*�.停�Ja 凾｢る. 

か_ ��E).辛 ��ﾂ韭兒ｨ,ﾈ彧x�,ﾂ�1三温さ』良三と盤 冲h��,弍h*)�ﾉZ��とする人物_友達 思いの人軌お金 �,Yti�ﾈ,i�ﾈﾏx/�� 

之E畳2日む三三止 三吐息畠金主生孟 

- 佇ﾈ蓼*�.�8��ｴ��- ��$ﾂ��.�ﾅﾘ8h6ｨ�.停�めた.友人の i-とーの金物屋 剏Wを度たち.成 �8��8�ｹ���,hｨ馮��ﾖ8ｸ8�9tb�劔mｨ/�+X+ﾙ�)I(*"�

ている一.見た且蛙 と盤五ヒあ三生鋭 出塁且堂盟止と姐 凾､とする.温監taと め1主監勤王五ム ��凾�ｸ敬し慕ってい る. 舒rﾈ嚢-ﾈ.H,ﾈｽ�*ﾒ�

並鮎｣五血だム 土星送三三三とよう 

上⊆見え基盤ー_去呈 塩生∠ヱ王とE虫 2uたあま皇土どよ 

皇しこ幽_包 
血盈Lゝこと皇しこ 太勉と∃弘こムねこ と土星地 A. 

か_ �� 儁�,ﾉti$(,ﾘﾋｸ.｢� �� �� 

人を待ち続ける_ ��れ感動の再会を果 ��

遅れてやってくると 思う_ �.停� 亢�.�7)(b韭侘�/��+8.ｨ,H*(.抱+ｸ.｢���ｪ�,ﾘ+ｸ,ﾈ+�,h/��&ﾘ.�+8,(*ｸ,ﾉ&ｨ,ﾂ�.�,h-i&ﾘ.x+��,辻褪��+ﾘ+r��

いずれ去ると思 

自由記述 �� ��;且正三迫呈上虫に �,h+ｸ,ﾉti�ﾈ,ﾈ5r� ��呈出盟出たと孟2 三日五重L盗んだ 出盛血丘な 見出｣と｣こ⊥止し た五五リ凶変基 

且長盛辿二 三幽 剪�
の約束を守る2人 た. ��剪�

エ⊆とある盟血な �#�D�,ﾈﾜH檍,ﾘ."���

の成功のお膳で自 凾�. �� � �8ﾔ因�.�9�)�ﾈ*｢�

人ともはつちやけ �+ﾘ,ﾈ*尼�倡h,�+ﾒ��た. 

自由記述 �� ��丑地変だと 且2た比丘盈じ王 立｣出た皇払 ぬ出立お出し』と 五三皇土地 上皇と血｣盟皇鑑 三地主 血｣:も≧旦生五盟 工EEA92題も変わ る地 金出金と息臼玉 ��2人が政を見合わ ��やっぱり本物の 

を見ると.本人で �� 凾ｽ. �� �+ﾒ��

か!出.迎迎丑上空 i皇なし土と｣と主な 

年たってもローマ 丶�+�,�+ﾒ��のであろうか. 劍,X+r��

皇盈蛙辿三成 
bj盗鼓し:出る盈 

赴⊥日出良三払 
上組血と旦吐出 
血. 

自由記述 �� �� �� �� 

まってしまって逮 �� �&ｨ*�.y6�+8.ｨ.�� ��

ですが.sheと �� �� 

盟盟を三島のはあ �� �7�6x8ﾘ�ｸ8ｸ/�+X,B� ��

か.基地 上皇払出たらあ �*�,(+ﾕ��
なったが,盈鮎 Bi工圭と∠ヱヒ旦= 凾ｭ.あ盈監監宜盤 友達だ地 �*�.x,�*"��らつた.｣血も亀血 

勉だろ 
上越三日且から 剏ｩ通企速ま呈出三 剏ﾜ星と且じ王ある. 俟9Xｲ��

並盟は二五と｣∠旦ヒ 剄c墓地. � 

旦=上に王;土盛を皇 

血と思わ起る_ 

は当初のEl的を か. ���,ﾘ+8,(*ｸ,ﾈﾇ穐�� �� �� �� 

が,BobはJjmmy ��

'{ ��r�成できた_ � � 隆r�

とカわかつても. 剪��� 

た. 剪��.停�うだ. 

当初の目的である かつた. 
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17 ����19 �#��21 
聞き込み調査? 冢�,ﾈﾊ弌�.�� 

いますか. �*(.停�る. 剪�

か, ��h,��ﾈﾏx+X+ﾘｾ���,ﾂ�且且吐こと生一塩 �� ��

痘並あ急呈と一重 �� ��

歪吐ことだと盟主_ 幡丶�蕀¥�.ﾘ+X4y�b�ヒ出土盈 出払三日包むらし_ あ鉦盟塩生急呈 と巳蛙ヱ �� 

出生∠生玉とE虫 ヒ出左上 凾ｽElは青白く角 

いにきた. 佇ﾉ:H暈��� 

王出た娃期もあ2 た盈_皇退出エ全 凾｠とが右のまゆあ の悪そうな人_去 呈出土星 2吐エ出己⊆と出 立赴ム王出超 出が.友人と 信じている. ��

止犯星を益血した 血ー重出三 日孟地金 土塁主上血｣左選 出払出五山j= 盟塵エお出たこ と｣皿j三皇 たことか丘過去に 五五乱監吐ム払出 温血だ 五おじ. 

友達と感動の再 ��督官が,男と-旦 �� 

ド. �� �� 

れる_そして2人は ��

が一晩中待って �� ��

いる.警察官は ��果たす. ��
か. � 剪�

自由‡己述 �,h,H.�*H.ｨ+X+ｸ*B�並｣転呈出⊆五変 佻ﾈﾍﾉ?｣ｹIy�hｨ�,凉��ﾈﾈ,hｬI?�唔�y�ｸ�8,b�%YNHｷYe(+X,hｷR�ｨ餽ｸｸ韶X,井��8/��.h�6h咤�,ﾙg�6h木ﾈﾉ�b�� ��

-つーヽ 

22三三｣皇皿五 三と金主達皇ム盤 ･な◆~ 劍�(�"��

とは変わっていて �%X唏･阮ﾘ��+�*H*B�nr�+�+�,X6�6(78�ｲ��,X*ｸ,I|y|ﾘ,(+ﾘ,b� 

話の気がしてき た_ �*(,h輊*B���+ﾒ�� 

自由書己述 �� �� ��

I 竸�-�,���?�ﾌ因�X,b�.h�F(ﾖ:9$稲YLb��盈�唏��xﾈ�.b��,ｨｬ��B�,ﾙg�&���ﾖ2�+Y&陌i�hﾖ2�4y6hﾔ�ﾙJ俶ｨ�8,��ﾍﾈ蓼蓼擁��%Yu(/��冑･x*h*�+ﾙ&��皦ﾍﾉt囲ﾈ��#�ｨ��+X�ZSｨ曲�ZX+��.倅�褸+�,ﾉ�X*ｸ,�����+x.�,ﾈ,X,ﾕ��lJ'-な ��(����プ一一 です.｣の後とつJ. 佻ﾈ萪�ｨ�+ﾘ.xｵI(陌����� 

と思った. 凾ﾈ. 偃X�ｨ,h�ｩJ亰�+R�ﾈﾂ��i�(蓼蕀6h.ye��*'�,��,r�� 

自由吉己述 �� �*�.｣�,(*�-ﾈ,�,B� ��

犯罪を犯し逮捕さ �� ��

_-ヽ ��-な~ 白�~tナ 

てい一つとしてい 佇ﾈ+Y&��ﾖ9ZYIr�,乖陏Hﾖ8+ﾘ木ｬHｵ��一方的に色々J.ー とを言われている �� 

ロールしている人 �H*�蓼,h,ﾘ唔k�R���様子_ �,ﾃ�*c���ny&��ヽ､ 

盛吐重出)I 剪�

42_2_五紙を温めば 金地赴 査｣土塁王とー 

的は達成している �� ��

名手配されている �*｢ﾈ既Y8,h+X,H,ﾂ�す. ��

は当初の目的を �� � 

最初から手配の男 刹�繧ｻのままにし 
か. �9h�,ﾉmｩ4�,ﾙ$"��ﾈ,X*ｸ+ﾕ��と思う. 凾ｵまった_ 

(2009年5月7日　受付)

(2009年9月24日　受理)
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